
無
住
の
歌
徳
観
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朝
 

木
 

敏
 

子

 

一
 
は
じ
め
に
 

「
本
ョ
リ
田
舎
ニ
ヲ
イ
ソ
ダ
チ
テ
、
文
書
モ
習
ハ
ズ
、
歌
道
モ

 

不
知
、
仏
法
ノ
ー
宗
モ
、
実
ト
シ
フ
学
セ
ル
事
ナ
キ
、

ヒ
タ
ソ
ラ

 

①
 

ノ
山
ガ
ツ
ニ
テ
侍
ル
ガ
」
と
「
沙
石
集
」
 の
践
文
に
書
い
て
い
る

 

に
も
関
わ
ら
ず
、
無
住
は
和
歌
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
い

た
。
著
名
な
和
歌
陀
羅
尼
説
を
説
く
巻
五
の
説
話
群
は
計
九
七
首
 

（
発
舜
本
）も
の
和
歌
を
含
ん

で
い
る
し
、
晩
年
の
著
作
で
あ
る
 

「雑
談
集
」
 に
は
、
作
の
巧
拙
は
問
わ
ず
七
十
四
首
も
の
自
作
歌

を
掲
載
し
て
い
る
。
渡
辺
綱
也
氏
が
岩
波
古
典
文
学
大
系
の
解
説

で
、
無
住
の
学
間
に
関
わ
る
多
く
の
仏
典
な
ど
を
挙
げ
て
お
ら
れ

る
が
、
「
田舎
ノ
或
山
里
ノ
柴
ノ
庵
ニ
テ
、
心
許
侍
ル
ホ
ド

ニ
、
 

書
籍
モ
身

ニ
ソ
ヘ
ズ
、
手

ニ
任
テ
」
書
い
た
、
と
謙
遜
す
る
わ
り

に
は
、
無
住
は
多
く
の
 
「
書
籍
」
を
身
に
添
え
て
執
筆
に
あ
た
っ
  

た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
巻
五
末
で
は
「
古
今
著
聞
集
」
 や
「
十

訓
抄
」
な
ど
と
類
縁
関
係
を
持
つ
歌
徳
説
話
を
多
く
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
。
無
住
の
和
歌
的
教
養
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
そ
の
基
底
を
な
す
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
考

察
し
た
い
。
 二

 
長
明
歌
論
へ
の
接
近

 

無
住
の
歌
徳
に
対
す
る
言
説
は
、
巻
五
に
集
中
す
る
。
 

a
 
凡
狂
言
締
語
ニ
和
歌
ヲ
入
ル
、
事
ハ
、
染
歌
ト
云
テ
、
愛

情
ニ
ヒ
カ
レ
テ
、
ョ
シ
ナ
キ
色
ニ
ソ
ミ
、
空
ノ
詞
ノ
カ
ザ
ル

故
也
。
聖
教
ノ
理
ヲ
モ
ノ
べ
、
無
常
ノ
心
ヲ
モ
連
テ
、
世
縁

俗
念
ヲ
ウ
ス
ク
シ
、
名
利
情
執
ヲ
モ
ワ
ス
レ
、
風
葉
ヲ
ミ
テ
、
 

世
上
ノ
ア
ダ
ナ
ル
事
ヲ
シ
リ
、
雪
月
ヲ
詠
ジ
テ
、
心
中
ノ
潔

理
ヲ
モ
サ
ト
ラ
バ
、
仏
道

ニ
入
媒
チ
、
法
門
ヲ
サ
ト
ル
タ
ョ
 



リ
ナ
ル
ベ
シ
。
サ
レ
バ
、
古
人
ノ
仏
法
ヲ
修
行
セ
シ
、
必
ズ

シ
モ
此
道
ヲ
ス
テ
ズ
。
折
ニ
随
フ
述
懐
、

コ
レ
多
ク
聞
ユ
。
 

（
第五
本

（
一
一
）
)
 

b
 
和
歌

ハ
ス
メ
ル
心
ョ
リ
出
テ
、
詞
ス
ク
ナ
ク
、
コ
ト
ワ
リ

深
キ
ユ
へ
ニ
、
発
菩
提
心

ノ
、
タ
ョ
リ
タ
ル
ヲ
ヤ
。

（
第五

本

（
一
一
）
)
 

a
は
歌
を
好
む
弟
子
の
稚
児
が
歌
を
詠
じ
る
の
を
聞
い
て
、
恵

心
僧
都
が
狂
言
続
語
で
あ
る
と
忌
み
嫌
っ
て
い
た
和
歌
に
対
す
る

一
大
回
心
を
し
、
和
歌
を
詠
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
、
「袋

草
紙
」
・
「発
心
集
」
な
ど
に
類
話
が
見
ら
れ
る
説
話
の
末
尾
の
評

語
で
あ
る
。
b
は
兼
盛
の
歳
暮
の
歌
を
聴
い
て
、
村
上
帝
が
発
心

し
た
と
い
う
話
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
も
の
。
 

ま
ず
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
仏
道
へ
の
媒
介
と
し
て
の
和
歌
、
 

菩
提
心
の
拠
り
所
に
な
る
歌
、
と
い
う
一
種
の
和
歌
仏
道
一
如
思

 

②
 

想
で
あ
ろ
う
。
「
袋
草
紙」
の
当
該
説
話

の
評
語
に
も
、
「和
歌
は

 

観
念
の
助
縁
と
成
り
ぬ
べ
か
り
け
り
」
と
あ
る
の
で
こ
の
考
え
方

は
少
な
く
と
も
清
輔
以
前
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
こ
の
源
信

説
話
に
付
随
し
て
、
享
受
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

「発
心
集
」
は
、
「
昔
モ
斯
ル
事
、
発
心
集

ニ
見
ヘ
タ
リ
」
（
巻

七
ー
二
）
と
、
無
住
自
身
が

「
沙石
集
」
 の
先
行
文
献
と
認
め
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
六
（
九
）
の
該
話
の
末
尾
で
も
、
源
信
  

③
 

は

「
聖
教
と和
歌
と
は
、
は
や
く
ー
つ
な
り
け
り
」
と
感
慨
を
述

 

べ
る
。
そ
し
て
、
該
話
の
初
め
に
は
三
時
の
勤
行
の
代
わ
り
に
和

歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
宝
日
上
人

の
話
に
繋
ぐ
か
の
よ
う
に

「和
歌

は
よ
く
こ
と
わ
り
を
極
む
る
道
な
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
せ
て
心
を
す

ま
し
、
世
の
常
な
き
を
観
ぜ
ん
わ
ざ
ど
も
、
便
り
あ
り
ぬ
べ
し
」
 

と
b
に
近
似
し
た
文
言
を
述
べ
て
い
る
。
 

④
 

こ
れ
を
、
狂
言
椅
語
観
の
展
開
の
相
と
し
て
捉
え
る
な
ら
、
確

 

か
に
そ
れ
は
決
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
狂
言
結
語
に
ま

つ
わ
る
言
説
は
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
、
多
く
の
文
人
や
歌
人
達

が
、
文
学

へ
の
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
と
し
て
、
口
に
し
て
き
た
の
で

あ
る
し
、
研
究
史
の
中
で
も
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
中
世
と

い
う
時
代
に
着
目
す
る
な
ら
、
今
は
、

「古
来
風
盤
抄
」
 の
序
文

に
、
摩
詞
止
観
に
こ
と
寄
せ
た
明
確
な
和
歌
仏
道
一
如
思
想
が
言

揚
げ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
け
ば
十
分
だ
ろ
う
。
 

無
生
の
和
歌
観
を
中
心
に
据
え
て
考
え
る
な
ら
、
む
し
ろ
今
は
、
 

「心
中
ノ
潔
理
」
「
コ
ト
ワ
リ
深
キ

ユ
へ
ニ
」
と
い
う
表
現
に
着

目
し
た
い
。
和
歌
仏
道
一
如
思
想
が
、

「袋
草
紙
」
「
発
心
集
」
両

方
の
恵
心
僧
都
説
話
に
付
さ
れ
て
享
受
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
 

そ
の
両
者
を
区
別
す
る
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
「
こ
と
わ
り
」
重
視

の
和
歌
観
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「発
心
集
」
 の
成
立

に
つ
い
て
は
、
後
人
増
補
説
も
あ
り
、
不
明
朗
な
点
も
あ
る
が
、
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「無
名
抄
」
「
近
代
歌
体
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
後
に

も
述
べ
る
が
、
「無
名
抄
」
は
無
住
の
和
歌
的
教
養

の
一
端
を
な

 

す
も
の
と
考
・
え
られ
る
C
 

⑤
 

す
べ
て
心
ざ
し
詞
に
現
れ
て
、
月
を
 
「く
ま
な
し
」
と
い
ひ
、
 

花
を

「妙
な
り
」
と
讃
め
ん
事
は
何
か
は
難
か
ら
ん
。
い
づ

く
か
は
、
歌
、
た
ぐ
も
の
を
い
ふ
に
勝
る
を
徳
と
せ
ん
。

一

詞
に
多
く
の
理
を
龍
め
、
現
さ
ず
し
て
深
き
心
ざ
し
を
尽
く

す
、
見
ぬ
世
の
事
を
面
影
に
浮
か
べ
、
い
や
し
き
を
借
り
て

優
を
現
し
、
を
ろ
か
な
る
や
う
に
て
妙
な
る
理
を
極
む
れ
ば

こ
そ
、
心
も
及
ば
ず
詞
も
足
ら
ぬ
時
、
是
に
て
思
ひ
を
述
べ
、
 

僅
三
十
一
字
が
中
に
天
地
を
動
か
す
徳
を
具
し
、
鬼
神
を
和

む
る
術
に
て
は
侍
れ

 

長
明
の
歌
論
が
、
「
こ
と
わ
り
」
を
無
視
し
て
は
成
立
し
得
ず
、
 

そ
の
根
元
に
あ
る
も
の
は
天
台
教
学
に
よ
る
諸
法
実
相
の

「
こと

 

⑥
 

わ
り
」
 で
あ
る
と
、
岩
崎
礼
太
郎
氏
は
述
べ
た
が
、
千
載
・
新
古

 

今
の
歌
人
で
あ
る
長
明
の
歌
論
と
、
a
、
b

に
見
る
無
住
の
和
歌

観
は
、
「
こ
と
わ
り
」
の
重
視
と
い
う
点
で
は
非
常
に
近
い
こ
と

 

に
な
る
。
「古
来
風
彊
抄
』
 が
摩
詞
止
観
と
密
接
に
結
び

つ
き
、
 

⑦
 

ま
た

「
長
明
の
思
想
的
な
立
場
が
、
天
台
浄
土
教
の
、
き
わ
め
て

 

優
れ
た
正
統
的
な
理
解
者
と
い
う
と
こ
ろ
」
 に
あ
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
「沙
石
集
」
 に
見
る
和
歌
仏
道

一
如
思
想

の
思
想
的
背
景
に
  

は
、
ひ
と
つ
長
明
歌
論
に
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
同

 

⑧
 

様
な
天
台
教
学
を
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ー摩

 

詞
止
観
と
摩
詞
止
観
注
釈
書
は
、
少
な
く
と
も
、
巻
五
ま
で
の
構

想
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
し
、
構
成
上
大
き
な
意
味
を
持

つ
と
思
わ
れ
る
巻
五
本

（
一
）の
冒
頭
の
条
で
、
僧
が
論
し
て
鬼

神
を
退
散
さ
せ
た
の
も

 

円
頓
者
。
初
縁
実
相
造
境
即
中
無
不
真
実
。
繋
縁
法
界

一
念

法
界
。
 

中
略
 

是
名
円
頓
止
観
。
 

と
摩
詞
止
観
の
文
言
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
 

ま
た
、
『
沙石
集
』
全
体
の
構
想
と
い
う
面
か
ら
考
え
る
な
ら
、
 

巻
三
の
論
説
の
中
心
を
な
す
の
が
、
、冒
頭
の

「癒
狂
人
ノ
利
口
」
、
 

「
死
ニ
タ
レ
バ
コ
ソ
生
タ
レ
。
生
タ
ラ
バ
死
ナ
マ
シ
。
 カ
シ
コ
ク

ゾ
死
ケ
ル
。
凶
ニ
死
ヌ
ラ
ム
ニ
」
と
い
う
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
で
あ
っ

た
こ
と
を
、
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
パ
ー
フ

 

ド
ッ
ク
ス
を
執
勘
に
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
住
は

「無
辺

 

⑨
 

ノ
法
門
」
を
説
き
、
巻
三
の
構
想
の
中
心
を
な
す
原
理
、
「
道
理
」
 

を
説
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
「
事
ハ
カ
ギ
レ
ル
ニ
ニ
テ
、
 

心
ハ
ヒ
ロ
ク
、
世
間
出
世
ノ
深
キ
御
法
ノ
理
マ
デ
、
通
テ
コ
ソ
覚

へ
侍
レ
」
「
癒
狂
ガ
利
ロ
、
自
ラ
世
法
仏
法
ノ
無
尽
ノ
義
理
ヲ
フ

ク
メ
リ
」
と
、
利
口
は
義
理

（
理
）
を盛
り
こ
む
容
器

と
し
て
機

能
し
得
る
と
い
う
、
特
異
な
言
語
観
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
和
歌
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も
し
か
り
と
、
無
住
は
言

い
た
い
の
で
あ
る
。
 

こ
の
無
住
特
有

の
、
「
こ
と
わ
り
」
を
中
心
と
す
る
言
語
観
を

思
い
合
わ
せ
れ
ば
、
「
こと
わ
り
」
重
視
の
和
歌
観
の
持

つ
意
味

は
軽
く
な
い
。
著
名
な
和
歌
陀
羅
尼
説
も
ま
た
、
そ
れ
と
は
無
縁

で
は
な
い
か
ら
だ
。
 

c
 世
間
出
世
ノ
道
理
ヲ
、
冊

一
字
ノ
中
ニ
ツ
、
ミ
テ
、
仏
菩

薩
ノ
応
モ
ア
リ
、
神
明
人
類
ノ
感
モ
ア
リ
。
彼
陀
羅
尼
モ
、
 

天
竺
ノ
世
俗
ノ
m
l
『
ナ
レ
ド
モ
、
陀
羅
尼
ニ
モ
チ
井
テ
、
コ
レ

ヲ
タ
モ
テ
バ
、
滅
罪
ノ
徳
、
抜
苦
ノ
用
ア
リ
。
日
本
ノ
和
歌

モ
、
ョ
ノ
ツ
ネ
ノ
詞
ナ
レ
ド
モ
、
和
歌
ニ
モ
チ
キ
テ
思
ヲ
ノ

プ
レ
バ
、
必
感
ア
リ
。
マ
シ
テ
仏
法
ノ
心
ヲ
フ
ク
メ
ラ
ン
ハ
、
 

無
疑
陀
羅
尼
ナ
ル
ベ
シ
。
（
巻
第五
本

（
二
一
）
)
 

d
 
聖
人

ハ
心
ナ
シ
。
万
物
ノ
言
ヲ
モ
テ
言
ト
ス
。
聖
人
ノ
m
l
口
、
 

ア
ニ
法
語
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ン
ヤ
。
若
法
語
ナ
ラ
バ
、
義
理
ヲ
フ

ク
ム
ベ
シ
。
義
理
ヲ
フ
ク
マ
バ
、
惣
持
ナ
ル
ベ
シ
。
惣
持
ナ

ラ
バ
、
即
陀
羅
尼
ナ
リ
。
此
心
ヲ
モ
テ
思
ニ
、
神
明
仏
陀
ノ

和
歌
ヲ
用
給
事
、
必
ズ
コ
レ
真
言
ナ
ル

ニ
コ
ソ
。
（
同）
 

陀
羅
尼
も
ま
た
、
道
理

・
義
理
、
す
な
わ
ち
「
こ
と
わ
り
」
を
含

む
も
の
な
の
で
あ
り
、
和
歌
も
そ
の
 
「
こと
わ
り
」
を
含
ん
で
こ

そ
、
仏
菩
薩
、
あ
る
い
は
神
明
の
感
応
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
と
述
べ
る
。
「
こ
と
わ
り
」
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
に
、
無
住
  

の
歌
徳
観
と
長
明
の
歌
論
は
、
意
外
な
ほ
ど
近
い
。
 

⑩
 

和
歌
陀
羅
尼
説
そ
れ
自
体
の
比
較
的
早

い
例
に

つ
い
て
は
、
菊

 

池
仁
氏
が
、

「和
歌
知
顕
集
」
冒
頭
の
記
述
を
あ
げ

て
い
る
。
こ

れ
は
源
経
信
に
仮
託
さ
れ
た
書
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
文
永

一
一
年
（一
二
六
五
）
に
は存
在
し
、
鎌
倉
時
代
に
は
相
当
流
布
し

 

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
 

⑩
 夫

大
和
歌
者
人
の
心
を
た
ね
と
し
て
、
よ
く
人
の
心
を
和
ぐ

 

る
が
ゆ
へ
に
、
隠
遁
の
源
と
し
て
、
菩
薩
を
も
と
む
る
は
じ

め
な
り
。
ま
づ
極
楽
に
歌
舞
菩
薩
ま
し
ま
す
。
天
竺
に
陀
羅

尼
の
詞
あ
り
。
漢
土
に
詩
賦
を

つ
く
る
。
そ
れ
六
種
に
わ
か

れ
た
り
。
中
に
も
我
国
の
風
俗
と
し
て
、
神
代
七
代
の
む
か

し
よ
り
末
世
の
い
ま
に
た
え
ず
。
 

こ
こ
に
は
、
和
歌
陀
羅
尼
の
様
々
な
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
が
、
今
は
、
こ
れ
が

「古
今
集
』
仮
名
序
に
こ
と
寄
せ
て
書

か
れ
て
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
『沙
石
集
」
長
享
本
巻
五
の

末
尾
（
古
活
字
本も
同
じ
）
近
く
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え

る
か
ら
だ
。
 

長
明
が
云
は
く
、
忠
胤
僧
都
の
説
法
に
、
浄
蔵
浄
眼

の
十

八
変
を
、
経
に
は
、
或
現
大
身
、
満
虚
空
中
、
而
復
現
小
と

い
へ
り
。
此
事
詞
を
か

へ
て
、
大
身
を
現
ず
る
時
は
虚
空
も

狭
く
な
り
、
小
身
を
現
ず
る
時
は
、
芥
子
の
中
に
あ
り
と
。
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ロ
伝
随
分
秘
事
也
。
和
歌
の
風
情
は
か
か
る
べ
し
と
い
へ
り
。
 

古
今
の
序
に
い
は
く
、
和
歌
は
其
の
根
を
心
地
に

つ
け
、
其

花
を
詞
林
に
開
く
と
い

へ
り
。
こ
の
道
の
ロ
伝
、
こ
の
こ
と

ば
に
つ
き
た
り
。
 

西
行
法
師
修
行
の
時
、
江
口
の
長
者
が
宿
を
か
さ
ざ
り
し
時
、
 

世
の
中
を

い
と
ふ
ま
で
こ
そ
か
た
か
ら
め
仮
の
や
ど
り

を
を
し
む
君
か
な

 

と
云
ひ
た
り
け
る
返
事
に
、
 

世
を
い
と
ふ
人
と
し
き
け
ば
か
り
の
宿
に
心
と
む
な
と

思
ふ
ば
か
り
ぞ

 

と
し
た
り
け
る
心
、
根
も
花
も
あ
り
。
こ
の
心
を
も
て
返
事

に
、
世
を
す
て
給
へ
る
人
と
聞
け
ば
、
か
か
る
所
に
心
ば
し

と
む
な
と
思
ひ
て
こ
そ
、
借
し
ま
カ
ら
せ
ぬ
。
さ
ら
ば
お
は

し
ま
し
て
、
と
ま
り
給

へ
と
ば
し
い
ひ
た
ら
ば
、
さ
し
も
の

撰
集
に
、

い
か
が
入
る
べ
き
や
。
長
明
が
い
へ
る
事
、
古
今

の
序
、
そ
の
心
え
ら
れ
た
り
。
（巻
五
ー
十
二
 
連
歌
の
事
）
 

「
さ
し
も
の
撰
集
」
は
新
古
今
和
歌
集
の
こ
と
。
忠
胤
僧
都
の

説
法
云
々
の
記
述
は
、
「無
名
抄
」
「
歌
似
忠
胤
説
法
事
」
の
引
用

で
あ
る
。
こ
の
直
前
に
も
、
赤
染
衛
門
の
和
歌
に
関
す
る
「
無
名

抄
」
 の
引
用
が
あ
る
か
ら
に
は
、
こ
こ
で
も
長
明
歌
論
の
無
住
に

及
ぼ
し
た
影
響
は
、
十
分
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
判
明
し
  

て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
無
住
と
歌
人
、
あ
る
い
は
和
歌
の
家

の
人
と
の
交
流
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
長
明
に
関
し
て
も
「
長

明
は
俊
頼
の
子
息
俊
恵
法
師
が

歌
の
弟
子
な
り
」
（
長
享
本
・
巻

五
）
と
い
う
程
度
の

知
識
で
し

か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
 

「発
心
集
」
と
同
じ
よ
う
に

「無
名
抄
」
は
「
沙
石
集
」
の
重
要

な
先
行
文
献
な
の
で
あ
り
、
無
住
は
こ
れ
を
通
し
て
長
明
の
歌
論

に
も
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
注
目
し

た
い
の
は
、
、
 

こ
こ
で
も
こ
の
「
無
名
抄
」
と
な
ら
ん
で

「
こ
の
道
の
口
伝
」
と

し
て
、
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
古
今
淳
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
 

波
線
の
部
分
が
、
古
今
真
名
序
冒
頭
の
『
夫
和
歌
者
o

託
其
根
於

心
地
。
発
其
華
於
詞
林
者
也
」
 で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
 

同
じ
く
長
享
本
巻
七
ー
六
（
古
活
字
本
巻
七
）
「
嫉
妬
の
心
無
き
人

の
事
」
の

 

或
人
妻
を
送
り
け
る
が
、
雨
の
ふ
り
け
れ
ば
、
色
代
に
、
 

け
ふ
は
雨
ふ
れ
ば
留
ま
り
給
へ
と
云
ふ
を
、
既
に
出
で
た

ち
て
、
出
で

つ
つ
か
く
こ
そ
詠
じ
け
る
。
 

ふ
ら
ば
ふ
れ
ふ
ら
ず
ば
ふ
ら
ず
ふ
ら
ば
と
て
ぬ
れ
て

ゆ
く
べ
き
袖
な
ら
ば
こ
そ

 

余
り
に
あ
は
れ
に

い
と
ほ
し
く
覚
え
て
、
や
が
て
留
め
て
、
 

死
の
わ
か
れ
に
な
り
に
け
り
。
 

和
歌
の
徳
は
人
を
や
は
ら
ぐ
る
と
云
へ
り
。
誠
な
る
か
な
。
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の
波
線
部
分
の
ふ
ま
え
る
と
こ
ろ
が
、
説
話
部
分
か
ら
察
す
る
に
、
 

お
そ
ら
く
は
仮
名
序
の
 
「男
女
の
仲
を
も
和
ら
げ
、
猛
き
武
人
の

心
を
も
慰
む
る
は
、
歌
な
り
」
、
あ
る
い
は
真
名
序
「
化
人
倫
。
 

和
夫
婦
」
 で
あ
ろ
う
こ
と
は
察
せ

ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、

『
沙石

集
」
は
、
古
今
序
に
根
ざ
す
歌
徳
観
を
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
先
に
挙
げ
た
「
無
名
抄
」
「
近代
歌
体
事
」
の
中
に
も
、
 

「僅
三
十

一
字
が
中
に
天
地
を
動
か
す
徳
を
具
し
、
鬼
神
を
和
む

る
術
に
て
は
侍
れ
」
と
歌
徳
と
古
今
序
を
結
び

つ
け
て
考
え
る
叙

 

述
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
無
住
の
和
歌
観
に
与
え

 

⑩
 

た
影
響
は
長
明
歌
論
と
と
も
に
無
視
で
き
な
い
。
広
く
、
中
世
の

 

歌
徳
観
と

い
う
視
点
に
立
て
ば
、
そ
れ
は
古
今
序
と
古
今
注
と
い

う
、
歌
人
達
に
は
な
じ
み
の
深
い
言
説
の
中
で
育
ま
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
だ
。
 

三
 
説
話
集
と
古
今
序
注

 

そ
し
て
、
こ
の
古
今
序
を
窓
口

に
、
『
沙石
集
」
 の
世
界
は
、
 

「古
今
著
聞
集
』
・
「十
訓
抄
」
の
世
界
に
繋
が
っ
て
い
く
。
そ
の

傾
向
は
、

発
舜
本
で
は
巻

五
末

に
顕
著
で
、

例
え
ば
、

冒
頭
 

（
こ
「
神
明

ノ
歌
ヲ
感
ジ

テ
人
ヲ
助
給

ヘ
ル
事
」
は
、
以
下

の

よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
 

①
小
大
進
と

い
う
女
房
が
、
御
衣
を
盗
ん
だ
と
い
う
濡
れ
衣
を
  

着
せ
ら
れ

た
が
、
北
野
天
満
宮
に
参
龍
し
、
「思
イ
ヅ
ヤ
ナ

キ
名
タ
ッ
身
ハ
ウ
カ
リ
キ
ト
 
ア
ラ
人
神
ニ
成
シ
昔
ヲ
」
と

い
う
歌
を
奉
っ
た
と
こ
ろ
、
紛
失
の
御
衣
が
戻
り
、
菟
罪
が

晴
れ
た
。
 

②
貧
し
い
母
娘
が
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
し
、
身
の
貧
し
さ
を

祈
り

「
身
ウ
サ
ハ
中
く
ナ
ニ
ト
石
清
水
思
フ
心

ハ
ク
ミ
テ
シ

ル
ラ
ム
」
と
娘
が
詠
っ
た
と
こ
ろ
、
下
向
の
時
に
、
勢
い
盛

ん
な
殿
上
人
の
夫
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

⑧
小
式
部
内
侍
が
重
病
の
時

「イ
カ
ニ
セ
ム
イ
ク
ベ
キ
方
モ
オ

ボ

、
ヘ
ズ
 
ヲ
ヤ
ニ
サ
キ
ダ
ッ
道
ヲ
シ
ラ
ネ
バ
」
と
詠
っ
た

と
こ
ろ
、
天
井
に
感
じ
る
声
が
あ
り
、
病
が
癒
え
た
。
 

④
大
江
畢
周
が
住
吉
明
神
の
た
た
り
で
瀕
死
の
時
、
母
の
赤
染

衛
門
が

「
カ
ワ
ラ
ム
ト
祈
ル
命

ハ
ヲ
シ
カ
ラ
ズ
 
サ
テ
モ
ワ

カ
レ
ム
事
ゾ
カ
ナ
シ
キ
」
と
幣
に
書
き
付
け
た
と
こ
ろ
、
白

髪
の
翁
が
納
受
し
た
夢
と
共
に
、
病
が
癒
え
た
。
 

こ
れ
ら
の
説
話
は
い
ず
れ

も
、
？
十
訓
抄
」
巻
十
才
芸
を
庶
幾

す
べ
き
事
、
？
古
今
著
聞
集
」
巻
第
五
和
歌

の
中
の
、
か
な
り
ま

と
ま
っ
た
部
位
に
同
文
的
類
話
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
表
で
示

す
と
左
記
の
通
り
に
な
り
、
配
列
は
全
く
同
様
で
、
こ
こ
か
ら
出

典
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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沙
石
集
 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

著
聞
集
 巻
五
ー
一
七
七

十
訓
抄
 
巻
十
ノ
ー
」ハ

 

巻
五
ー

一
七
三

巻
十
ノ
二
ー
 巻

五
ー
一
七
五

巻
十
ノ
ー
四

 

巻
五
ー
一
七
六

巻
十
ノ
ー
五

 

ち
な
み
に
、
②
と
⑧
の
間
に
な
る
部
分
、
即
ち
「
著
聞
集
」
巻
五
 

ー
一
七
四
、

『十
訓
抄
」
巻
十
ノ
十
三
は
、
⑤
和
泉
式
部
と
貴
船

明
神
の
 
「
も
の
思
へ
ば
沢
の
蛍
も
わ
が
身
よ
り
あ
く
が
れ
出
づ
る

た
ま
か
と
ぞ
見
る
」
「
奥
山
に
た
ぎ
り
て
落

つ
る
滝
つ
瀬
の
た
ま

散
る
ば
か
り
も
の
な
思
ひ
そ
」
 の
贈
答
歌
を
中
心
と
し
た
説
話
で
、
 

こ
れ
の
同
文
的
記

述
は
、

『
沙
石
集
」
巻
五
（
一
一
）
行
基
菩
薩

御
歌
事
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 

巻
五
末

（
長
享
本
で
は
巻五
後
半
）
の
出
典
に
関
し
て
は
、
略
本

系
の
本
文
を
も
合
わ
せ
て
概
観
す
る
と
、

「著
聞
集
」
 の
み
と
の

類
話
一
話

（
「著
聞
集
」
で
は
巻
第
五
ー
二
一
五話
に
あ
た
る
）
 ・

或
時
、
覆
盆
子
を
人
の
進
じ
た
り
け
る
を
題
に
て
、
歌
つ
か

ま
つ
れ
と
仰
せ
け
れ
ば
、
 

も
り
山
の
い
ち
ご
さ
か
し
く
な
り
に
け
り
い
か
に
う
ば
ら
が

う
れ
し
か
る
ら
ん
 

（
「人
有
感
歌
」
米
沢
本

・
長
享
本
・
慶
長
十
年
古
活
字
本
同様
。
 

発
舜
本
に
は
な
し
。
但
し
、
「著
聞
集
」
で
は
こ
れ
を
一
首
の歌
と

せ
ず
、
右
大
将
頼
朝
と
北
条
時
政
と
の
連
歌
と
す
る
。）
 
 

こ
れ
を
除
く
類
話
の
全

て
が
、
「十
訓
抄
」
 か
ら

「著
聞
集
」
 へ
 
助

 

の
抄
入
と
目
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
類
話
が

「十
訓
抄
」
 に
だ
け
見

 

い
だ
せ
る
説
話
（
全
て
巻
五
末
（
二
）
「和
歌
ノ
人
ノ
感
ア
ル
事
に
あ

 

る
」
）
 

・

良
退
が
 
「
大原
ヤ

マ
ダ
ス
ミ
ガ
マ
モ
ナ
ラ
ハ
ネ
バ
 
我
ヤ
ド

ノ
ミ
ゾ
ケ
ブ
リ
タ

ヘ
ケ
ル
」
 と
物
を
所
望
し

た
と
い
う
話
 

（
「十
訓
抄
」
巻
十
ノ
四
七
）
 

・

顕
昭
が

「
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
イ
カ
ナ
ル
人
ノ
渡
ル
ラ
ム
 
我
ヲ
導

ケ
法
ノ
橋
モ
リ
」
 の
歌
を
詠
ん
で
法
橋
の
僧
位
を
得
た
と
い

う
話
（
「
十訓
抄
」
巻
十
ノ
三
四
）
 

・

信
光
法
眼
が

「引
立
ル
人
モ
ナ
ギ
サ
ノ
ス
テ
船
ハ
 
サ
ス
ガ

ニ
法
ノ
印
ヲ
ゾ
マ
ツ
」
 の
歌
を
詠
ん
で
法
印
の
僧
位
を
得
た

と
い
う
話
（
「十
訓
抄
」
巻
十
ノ
三
四
）
 

が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は

『十
訓
抄
」
 で
あ
ろ

う
が
、
こ
こ
で
も
は
っ
き
り
と
ど
ち
ら
と
は
言
い
切
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
 

た
だ
、
言
え
る
の
は
、
「
十訓
抄
」
の
m
の
説
話
の
末
尾
に
は

力
を
も
入
れ
ず
し

て
、
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
神

を
も
あ
は
れ
と
思
は
す
と
、
古
今
集
の
序
に
書
か
れ
た
る
は
、
 

こ
れ
ら
の
た
ぐ
ひ
な
り
。
 

と
あ
り
、
ま
た
『
著
聞
集
』
の
同
話

の
末
尾
に
も
 



「力
を
も
い
れ
ず
し

て
」
と
、
「
古
今
集
」
の
序
に
書
か

れ
た
る
は
、
こ
れ
ら
の
た
ぐ
ひ
に
ゃ
侍
ら
ん
。
 

と
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
説
話
が
、
古
今
序
の
歌
徳
観
と
関
連
づ
け

て
享
受
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
 

『著
聞
集
」
が

『
古
今集
」
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
 

⑩
 序

文
か
ら
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た

『
十訓
抄
」
 に
は
、
 

こ
の
部
分
以
外
に
も

 

猛
き
も
の
の
ふ
の
心
を
な
ぐ
さ
む
る
こ
と
、
和
歌
に
は
限

ら
ず
。
こ
れ
ら
、
み
な
管
弦
の
徳
な
り
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

は
鬼
神
の
所
感
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
命
を
助
く
る
こ
と
厳
重

に
よ
り
て
、
つ
い
で
に
し
る
し
申
す
。
（
巻十
ノ
二
七
）
 

と
、 

管
弦
の
徳
力
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
し
、
ま
た
、
 

か
や
う
の
こ
と

の
み
な
ら
ず
、
歌
は
妹
背
の
中
を
も
和
ら

ぐ
る
媒
な
る
に
よ
り
て
「
色
め
く
類
、
こ
れ
を
花
鳥
の
使
い

と
す
」
と
も
あ
り
。
あ
る
い
は
ま
た

「
貧
しき
世
を
渡
る
橋

と
す
」
と
も
見
え
た

り
。
そ
の

（
歌
の
）
徳
、か
た
が
た
多

か
る
べ
し

（
巻十
ノ
三
九
）
 

と
、 

古
今
序
を
強
く
意
識
し
た
叙
述
が
散
見
す
る
。

前
者
は
仮
名

序
で
あ
る
し
、
後
者
は
真
名
序
の
「
至
有
好
色
之
家
。
以
此
為
花

鳥
之
使
。
乞
食
ノ
客
。
以
此
為
活
計
ノ
謀
」
を
踏
ま
え
る
の
で
あ

ろ
う
。
「十
訓
抄
』
の
歌
徳
観
に
は
、

古
今
仮
名
序
・
真
名
序
が
  

大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
『
十訓
抄
」
は
、
「
た

だ
し
く
『
古
今
序
」
の
「
実
詮
」
、
即
ち
註
釈
と
し

て
の
機
能
を

果
た
し

て
い
」
る
の
で
あ

る
。
直
接
で
あ
れ
、

間
接
で
あ
れ
、
 

「
沙石
集
』
巻
五
末
の
説
話
に

『十
訓
抄
」
が
大
き
く
作
用
し
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
無
住
が
古
今
序
に
無
関
心
で
あ
っ
た

と
は
思

 

え
な
い
。
 

⑩
 

ま
た
、
『沙
石
集
』
よ
り
も
、
少
し
後
の
成
立
と
思
わ
れ
る
「
尊

円
序
注
」
 に
も
、
⑧
⑤
②
①
の
順
で
ほ
ぼ
同
一
の
説
話
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
⑧
は

「
め
に見
え
ぬ
鬼
神
を
も
と
云
事
」
 の
注
釈
と

し
て
、
⑤
②
m
は

「神
納
受
事
」
の
注
釈
と
し

て
で
あ
る
。
②
の

末
尾
に

「委
は
拾
君
抄
に
あ
り
」
と
あ
る
の
で
、
説
話
の
享
受
と

い
う
こ
と
を
主
体

と
し
て
見
る
な
ら
、
「
沙石
集
」
と
は
兄
弟
関

係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
「
十
訓
抄
」
 の
享
受
圏
を

窓
口
に
、
『
沙石
集
」
は
古
今
注
の
世
界
に
接
近
し
て
い
る
。
「
沙

石
集
」
 に
お
い
て
「
神
明
ノ
歌
ヲ
感
ジ
テ
人
ヲ
助
給
事
」
と
、
説

話
の
持

つ
歌
徳
の
質
が
尊
円
序
注
と
同
様
な
限
定

の
さ
れ
か
た
を

し
て
い
る
点
で
、
無
住
の
歌
徳
説
話
解
釈
は
先
行
す
る
説
話
集
よ

 

⑩
 

り
も
、
む
し
ろ
古
今
注
の
世
界
に
接
近
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
 

・
仏
モ
シ
我
国

ニ
出
給
ハ
ざ
、
只
和
国
ノ
詞
以
テ
、
陀
羅
尼

ト
シ
給
ベ
シ
。
惣
持
本
文
字
ナ
シ
。
文
字
惣
持

ヲ
ア
ラ
ハ
ス
。
 

何
ノ
国
ノ
文
字
力
惣
持
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
徳
ナ
カ
ラ
ム
。
…
中
略
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…
阿
字
即
チ
密
教
ノ
真
言
ノ
根
本
也
。
（巻
五
ー
二
一
）
)
 

・

天
せ
で
漢
土
・
和
国
、
ソ
ノ
詞
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
其
意
通

ジ
テ
、
其
益
ス
デ
ニ
同
ユ
へ
ニ
、
仏
ノ
教
ヒ
ロ
マ
リ
テ
、
其

ノ
義
門
ヲ
エ
テ
、
利
益
ム
ナ
シ
カ
ラ
ズ
。
コ
ト
バ
ニ
定

マ
レ

ル
ノ
リ
ナ
シ
。
心
ヲ

エ
テ
、
思
ヲ
ノ
ベ
バ
、
必
ズ
感
応
ア
ル

ベ
シ
。
（
同
）
 

D
 

『
沙石
集
」
 の
和
歌
陀
羅
尼
説
の
特
色
を
、
ー言
語
を
め
ぐ
る
三
国

的
世
界
観
と
密
教
思
想
で
あ
る
と
規
定
す
る
な
ら
、
こ
れ
も
ま
た
、
 

中
世
古
今
注
の
世
界
と
共
通
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
 

②
 和

歌
三
国
伝
来
説
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
大
和
歌
の
解
釈
を

 

め
ぐ

つ
て
、
「
沙石
集
」
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
『
古
今
和
歌
集
序
聞

 

⑩
 

書
三
流
抄
』
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
古
今
注
に
共
通
す
る
も
の
で

 

あ
る
が
、
明
確
に

「
陀羅
尼
」
 の
文
言
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
は
、
 

『大
江
広
貞
注
」
、
「尊
円
序
注
」
，
為
相
註
」
な
ど

で
あ
ろ
う

o
 

叙
述
が
整
理
さ
れ
た
「
尊
円
序
注
」
 で
あ
げ
る
な
ら
、
（私
に
句
読

点
を
入
れ
た
）
 

日
本
記
に
は
、
大
和
と
書
て
や
ま
と
う
た
と
よ
ま
せ
た
り
。
 

其
故
は
天
竺
に
て
は
陀
羅
尼

e
言
に
て
あ
る
間
、
人
こ
れ
を

さ
と
り
か
た
し
。
発
語
は

一
字
多
合
な
る
あ
ひ
た
、
事
の
心

わ
き
ま
へ
か
た
し
。
故
に
、
言
は
こ
は
く
し
て
漢
字
に
和
吾

の
義
な
し
。
発
語
を
漢
土
に
て
漢
字
に
和
す
と
云
へ
と
も
、
 
 

な
を
言
こ
は
く
、
漢
字
を
我
国
に
て
和
ら
け
た
る
故
に
、
大

和
歌
と
か
き
て
や
ま
と
う
た
と
よ
め
り
。
 

ほ
ぽ
時
代
を
同
じ
く
す
る
古
今
注
に
絞
っ

て
み
る
な
ら
、
『沙
石

集
」
と
古
今
序
の
世
界
は
、
意
外
な
ほ
ど
近
い
の
で
あ
る
。
 

四
 
述
懐
と
い
う
こ
と

 

さ
ら
に
、

「尊
円
序
注
」
 で
注
目
さ
れ
る
の
は
 
「
大和
謁
と
云

事
」
の
次
の
よ
う
な
言
説
で
あ
ろ
う
。
 

語
の
二
字
を
人
丸
の
尺
し
給
ふ
に
、
和
謁
は
詠
也
。
詠
は
な

か
め
の
言
な
り
。
な
か
む
る
は
お
も
ひ
を
の
ふ
る
義
な
り
。
 

心
内
に
も
よ
ほ
し
て
、
言
に
い
た
す
を
謁
と

い
ふ
と
尺
給
へ

り
。
…
中
略
…
さ
れ
は
、
語
の
種
は
心
也
。
心
よ
り
い
ひ

い

た
す
言
は
み
な
謁
な
り
。
序
に
や
ま
と
謁
は
人
の
心
を
た
ね

と
し
て
、
よ
ろ
つ
e
言
の
は
と
そ
な
り
に
け
る
と
は
云
な
り
。
 

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
和
歌
は
「
お
も
ひ
を
の
ふ
る
」
も
の
、
 

@
 

と
い
う
認
識

で
あ
る
。
正
徹
の
云
う
が
如
く
、
「
述
懐
は
、
連
歌

 

に
は
か
は
り
て
、
何
に
て
も
心
に
思
ふ
事
を
詠
む
也
。
懐
を
述
ぶ

る
な
れ
ば
、
祝
言
を
も
読
む
べ
き
也
」
と
い
う
定
義
付
け
を
借
り

る
な
ら
、
述
懐
重
視
の
和
歌
観
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
見

方
は
、

い
く
つ
か
の
中
世
古
今
集
に
類
似
し
た
表
現
が
散
見
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
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・

歌
と
い
ふ
は
、
こ
、
ろ
ざ
し
を
の
ぶ
る
こ
裏
な
り
。
心
に

あ
る
を
ば
志
と
な
づ
け
、
言
に
あ
ら
は
る
れ
ば
耳
と
い
ふ
な

り
。
詩
正
義
日
、
情
動
於
中
還
是
在
心
為
志
、
而
形
於
言
還

是
発
言
為
詩
云
々
。
彼
詩
と
今
吾
と
お
な
じ
心
な
り
。
故
不

限
長
短
歌
等
こ
、
ろ
ざ
し
を
の
ぶ
る
こ
象
は
み
な
喜
な
れ
ば

 

鯛
為
家
古
今
序
抄
」
）
 

・

お
ほ
よ
そ
、
う
た
は
こ
と
は
り
を
さ
き
と
し
て
お
も
ふ
心

を
い
ひ
の
ぶ
べ
き
道
な
る
を
、
い
た
づ
ら
に
あ
そ
び
た
は
ぶ

れ
と
の
み
お
も
へ
る
は
、
そ
の
さ
ま
し
ら
ぬ
な
る
べ
し
。
 

（同
）
 

・

歌
と
云
ハ
志
を
の
ぶ
る
こ
と
ば
な
り
0
鯛
六
巻
抄
」
）
 

・

文
集
云
述
意
謂
詩
発
詞
日
歌
サ
レ

ハ
必
シ
モ
三
十
一
字
ナ

 

の
 

ラ
ネ
ト

モ
其
心

ヲ
述

ハ
皆
歌
ナ
リ
（
「
古
今
集
註
毘
沙
門
堂

 

本
」
）
 

こ
の
ほ
か
に
も
、
岡
山
大
学
図
書
館
蔵
「
古
今
序
注
」
所
引
で

は
あ
る
が
、
「
兼好
法
師
が
古
今
紗
日
。
歌
は
こ
、
ろ
ざ
し
を
の

ぶ
る
こ
と
ば
な
り
」
と
あ
る
他
、
冷
泉
家
流
の
『
為
相
註
」
 に
も
 

「和
歌
と
い
ふ
事
、
人
丸
臣
等
語
、
和
は
和
国
風
俗
、
歌
は
お
も

ひ
を
述
る
義
也
云
々
」
と
い
う
「
尊
円
序
注
」
 に
類
似
し
た
叙
述

が
見
い
だ
せ
る
。
こ
れ
は
、
二
条
家
流
、
冷
泉
家
流
を
問
わ
ず
、
 

か
な
り
開
か
れ
た
場
で
の
言
説
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
は
、
 

「毛
詩
』
大

序

「
詩
者
。
志
之
所
之
也
。

在
心
為
志
。
発
言
為

詩
」
に
根
ざ
し
た
古
今
序
の
発
展
的
解
釈
が
関
わ
っ
て
く
る
の
で

あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
古
今
注
の
言
説
の
中
で
醸
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。
 

こ
の
述
懐
重
視
の
和
歌
観
は
、
先
行
す
る
「
十
訓
抄
」
 や
「
著

聞
集
」
 に
は
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
「十
訓
抄
』
十

ノ

二
十
九
に
は
、
橘
直
幹
が
民
部
大
輔
へ
の
任
官
を
望
ん
で
提
出
し

た
申
文
が

「
述懐
の
詞
を
書
き
す
」
ご
し
た
た
め
に
、
村
上
帝
の

機
嫌
を
害
し
た
が
、
大
裏
の
火
事
の
お
り
帝
が

「
直
幹
が
申
文
は

取
り
出
で
た
り
や
」
と
尋
ね
た
こ
と
に
よ
り
、
大
変
な
名
誉
を
得

た
と
い
う
「
述
懐
」
 に
ま
つ
わ
る
説
話
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
申
文
と
い
う
政
治
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
 

確
か
に
昇
進
や
任
官
を
め
ぐ
る
政
治
性
は
、
従
来
述
懐
歌
の
も

つ
重
要
な

一
側
面
で
は
あ
っ
た
が
、
無
住
の
和
歌
観
は
そ
れ
が
希

薄
で
あ
る
。
む
し
ろ
ひ
た
す
ら
和
歌
は

「お
も
ひ
を
の
ふ
る
」
も

の
、
と
い
う
観
念
に
収
東
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
例

に
重
複
す
る
。
 

・

彼
陀
羅
尼
モ
、
天
竺
ノ
世
俗
ノ
m
l口ナ
レ
ド
モ
、
陀
羅
尼
ニ

モ
チ
キ
テ
、
コ
レ
ヲ
タ
モ
テ
バ
、
滅
罪
ノ
徳
、
抜
苦
ノ
用
ァ

リ
。
日
本
ノ
和
歌
モ
、
ョ
ノ
ッ
ネ
ノ
詞
ナ
レ
ド
モ
、
和
歌

ニ

モ
チ
キ
テ
思
ヲ
ノ
ブ
レ
バ
、
必
感
ア
リ
。
マ
シ
テ
仏
法
ノ
心
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ヲ
フ
ク
メ
ラ
ン
ハ
、
無
疑
陀
羅
尼
 
ナ
ル
ベ
シ
。
（
巻第
五
本
 

（ 一
 
一
 
一
 ）
)
 

・
天
竺
・
漢
土
・
和
国
、
ソ
ノ
詞
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
其
意
通

ジ
テ
、
其
益
ス
デ

ニ
同
ュ
へ
ニ
、
仏
ノ
教
ヒ
ロ
マ
リ
テ
、
其

義
門
ヲ
エ
テ
、
利
益
ム
ナ
シ
カ
ラ
ズ
。
コ
ト
バ
ニ
定
マ
レ
ル

ノ
リ
ナ
シ
。
只
心
ヲ
エ
テ
、
思
ヲ
ノ
ベ
バ
、
必
ズ
感
応
ア
ル

ベ
シ
。
（同
）
 

・

心
ノ
ス
メ
ル
ヲ
師
ト
シ
、
ミ
ヅ
カ
ラ
和
歌
ヲ
詠
ジ
ケ
リ
。
 

必
シ
モ
三
十
一
字
格
ニ
カ

、
ワ
ラ
ズ
シ
テ
、
ミ
ル
コ
ト
、
聞

コ
ト
ニ
フ
レ
テ
、
思
ヲ
ノ
ブ
。
（巻
第
五
末

（
四
）
)
 

・

離
別
哀
傷
ノ
思
切
ナ
ル
ニ
ツ
キ
テ
、
心
ノ
中
ノ
思
ヲ
、
ア

リ
ノ
マ

、
ニ
云
ノ
ベ
テ
、
万
縁
ヲ
ワ
ス
レ
テ
、
此
事
ニ
心
ス

ミ
、
思
シ
ヅ
カ
ナ
レ
バ
、
道
ニ
入
ル
方
便
ナ
ル
ベ
シ
。
古
キ

歌
ヲ
ミ
ル
ニ
、
作
者
ノ
心
マ
コ
ト
ア
リ
テ
、
思
ヲ
ノ
ベ
タ
ル

歌
は
、
遥
ニ
伝
へ
聞
テ
詠
ズ
ル

ニ
、
我
心
モ
ス
ミ
侍
ル
ヲ
ヤ
。
 

（
巻
第五
末
（
九
）
)
 

和
歌
が
陀
羅
尼
と
し

て
発
動
し
、
歌
徳
を
現
す
と
き
に
、
「
こと

わ
り
」
と
同
じ
よ
う
に
必
要
な
の
は
、
そ
れ
が

「
思
ヲ
ノ
ベ
タ
ル

歌
」
で
あ
る
こ
と
ら
し

い
の
だ
。
こ
の
点
で
は
、
先
に
挙
げ
た
 

『為
家
序
注
』
が
最
も
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
 

『
沙石
集
』
 に
は
「
古
人
ノ
仏
法
を
修
行
セ
シ
、
必
ズ
シ
モ
此
  

道
（
和
歌
の
道
）
ヲ
ス
テ
ズ
。
折
ニ
随

フ
述
懐
、

コ
レ
多
ク
聞
ユ
」
 

を
は
じ
め
、
「
老
後
ノ
述
懐
ニ
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
し
、
 

の
 

『雑
談
集
」
 に
は
、
述
懐
を
題
す
る
和
歌
が
目
に
付
く
（
十
首
）
。
 

同
書
巻
三

「
愚
老述
懐
」
 に
は

「
此
巻
ハ
殊
述
懐
多
シ
。
同
法
没

後
見
テ
片
見
ト
思
テ
、
可
訪
菩
提
。
穴
賢
々
々
」
と
い
っ
た
発
言

も
見
受
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
無
住
は
無
類
の

「
述懐
」
好
き
で
も
あ

っ
た
。
あ
た
か
も
全
て
の
和
歌
を

「
述懐
」
と
称
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
叙
述
さ
え
見
受
け
ら
れ
る
。
『
沙石
集
」
 の
践
文
そ
の
も

の
も
和
歌
は
含
ま
な
い
が

「
述懐
事
」
と
し
、
自
ら
を
述
懐
す
る

語
り
手
と
位
置
づ
け
る
。
無
住
に
と
っ
て
、
和
歌
と
散
文
の
間
に

い
か
な
る
径
庭
が
あ
っ
た
か
速
断
は
で

き
な

い
が
、
「思
ヲ
ノ
ベ

ル
」
事
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
強
い
。
 

し
か
し
、
少
な
く
と
も
歌
に
お
け
る
「
述
懐
」
観
に
関
し
て
は
、
 

や
は
り
今
は
古
今
序
の
影
響
を
考
え
る
の
が
順
当
だ
ろ
う
。
先
に

挙
げ
た
略
本
系
本
文
の
末
尾
に
は
、
「和
歌
は
其
の
根
を
心
地
に

つ
け
、
其
花
を
詞
林
に
開
く
と
い
へ
り
。
こ
の
道
の
口
伝
、
こ
の

こ
と
ば
に
つ
き
た
り
。
」
と
い
う
真
名
序
に
基
づ
く
叙
述
が
あ
っ

た
は
ず
だ
。
 

こ
の
 「
思
ヲ
ノ
ベ
ル
」
歌
に
関
し
て
も
、
あ
る
い
は
、
先
に
挙

げ
た
「
無
名
抄
」
 の
 「
を
ろ
か
な
る
や
う
に
て
妙
な
る
理
を
極
む

れ
ば
こ
そ
、
心
も
及
ば
ず
詞
も
足
ら
ぬ
時
、
是
に
て
思
ひ
を
述
べ
、
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僅
三
十
一
字
が
中
に
天
地
を
動
か
す
徳
を
具
し
、
鬼
神
を
和
む
る

述
に
て
は
侍
れ
」
 や
ま
た
、
「ま
し
て
歌
は
心
ざ
し
を
述
べ
、
耳

を
悦
ば
し
め
ん
為
な
れ
ば
、
時
の
人
の
も
て
あ
そ
び
好
ま
ん
に
過

ぎ
た
る
事
や
侍
る
べ
き
」
 に
、
そ
の
先
躍
を
見
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
す
ら
も
、
古
今
序
に
ま
つ
わ
る
歌
徳
観
に

関
連
づ
け
て
述
べ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
今
は
古
今
真
名
序
を

押
さ
え
て
お
く
べ
き
だ
ら
ろ
う
。
 

夫
和
歌
者
。
託
其
根
於
心
地
。
発
其
華
於
詞
林
者
也
。
人

 

之
在
世
。
不
能
無
為
。
思
慮
易
遷
。
哀
楽
相
変
。
感
生
於
志
。
 

詠
形
於
言
。
是
以
逸
者
其
声
楽
。
怨
者
其
吟
悲
。
可
以
述
懐
。
 

可
以
発
憤
。
動
天
地
。
感
鬼
神
。
化
人
倫
。
和
夫
婦
0
莫
宜

於
和
歌
。
 

述
懐
歌
そ

の
も
の
は
、
そ
の
淵
源
を
大
江
千

里
の
 
「句
題
和

 

歌
」
 に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
世
の
述
懐
歌
は

「堀
川
太
 

@
 

郎
百
首
」
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
形
式
は
、
奉
献

 

の
形
を
取
る
こ
と
が
多
く
、
述
懐
が
題
と
な
っ
て
い
る
歌
合
を
見

る
と
、
「住
吉
社
歌
合
」
「
広
田
社
歌
合
」
 「別
雷
社
歌
合
」
を
は

じ
め
と
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
社
頭
歌
合
で
あ
る
。
述
懐
歌
は

は
中
世
に
入
り
、
神
祇
や
仏
寺
と
い
う
宗
教
的
な
場
に
深
く
結
び

つ
く
こ
と
で
、
歌
徳
説
話
へ
の
通
路
を
広
げ
た
。
こ
の
動
き
は
、
 

古
今
真
名
序
に
見
る
述
懐
の
機
能
と
無
縁
で
は
な
い
。
小
川
豊
生
  

氏
晦

「
歌
徳
論序
説
」
の
中
で
歌
徳
説
話
と
真
名
序
を
関
連
さ
せ

た
上
で
述
懐
歌
の
本
質
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
 

（述
懐
歌
は
）
別
の
表
現
を
用
い
れ
ば
、
「
自
己
の
憂
愁
・
悲

嘆

・
諦
観
・
苦
悶
・
激
憤
を
虚
構
の
世
界
で
（
非
虚
構
の
世

界
で
も
）
激
情
的
に
構
築
す
る
言
語
形
態
と
定
義
で
き
る
。
 

し
た
が
っ
て
 「
述懐
」
と

い
う
テ
ー
マ
は
、
私
的
言
語
に
内

在
す
る
力
に
よ
っ
て
、
な
ん
ら
か
の
事
態
が
自
己
の
希
求
す

る
形
に
置
い
て
惹
起
さ
れ
る
こ
と
を
語
ろ
う
と
す
る
歌
徳
説

話
に
と
っ
て
も
本
質
的
な
も
の
だ
と
言
え
る
。
歌
徳
説
話
を

成
り
立
た
せ
る
歌
は
、
広
い
意
味
で
の
述
懐
歌
に
ほ
か
な
ら

な
い
の
だ
。
 

『
沙
石
集」
巻
五
で
、

「
思
ヲ
ノ
べ
」
 る
歌
、
即
ち
述
懐
歌
に
よ

っ
て
、
歌
徳
は
顕
現
す
る
と
言
う
無
住
は
、
こ
の
述
懐
歌
の
本
質

に
、
充
分
に
自
覚
的
だ
っ
た
と
言
え
る
。
 

五
 
お
わ
り
に
 

「思
ヲ
ノ
べ
」
る
歌
、
す
な
わ
ち
述
懐
歌
を
め
ぐ
る
言
説
に
お

い
て
、
無
住
の
歌
徳
観
は
、
古
典
序
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
中
世
隆
盛
を
見
た
古
今
注
の
世
界

と
の
接
触
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
は
、
真
名
序
の
受
容
を
め
ぐ

る
広
い
底
辺
を
も
っ
た
流
れ
の
中
で
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
 

155 



156 

だ
ろ
う
。
し
か
も
お
世
辞
に

も
上
手

と
は
言

い
か
ね
る
彼
の
詠
作

か
ら
み
て
、
か
な
り
開
か
れ

た
世
界
の
そ
れ

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
間
に

付
置
さ
れ

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
も
の
が

『無
明

抄
」
を

中
心
と
し
た
長
明
歌
論
を
は
じ

め
、

い
く
つ
か

の
説
話
集

所
載

の
和
歌
で
あ
っ

た
こ
と
は
言

う
ま
で

も
な

い
。
「
沙
石
集
」
 

の
説
話
の
出
典
に

は
ま
だ
ま
だ
不
明
の
点
が
多
い
が
、

少
な
く
と

も
、
か
な
り
の
数

の
仏
典
以
外

の
「
書
籍
」
を

携
え

て
い
た
は
ず

だ
し
、

例
え
そ
れ
が

僧
で

あ
っ
た
と
し

て
も
歌
人

（あ
る
い
は
連

歌
師
）
と
の
交
流
も
あ
っ

た
に
ち
が

い
な
い
。
無
住
の

和
歌
観
の

生
成
に
は

あ
と
い

く
つ
か

の
階
梯
が
予
想
さ
れ

る
。
 

注
 

①
 
テ
キ
ス
ト
は
、
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
は
、
発
舜
本
を
底
本

と
す
る
岩
波
古
典
文
学
大
系
を
使
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
広
本
系

で
は
米
沢
本
を
底
本
と
す
る
「
慶
本
沙
石
集
」
、略
本
系
で
は
「
慶

長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索
引
一
影
印
篇
」
と
長
享
本
を
底
本
と

す
る
岩
波
文
庫
「
沙
石
集
」
を
参
照
し
た
。
 

②
 
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
袋
草
紙
」
上
巻

 

③
 
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
発
心
集
」
 

④
 
三
角
洋
一
 
「
い
わゅ
る
狂
言
結
語
観
に
つ
い
て
」
「日
本
文
学
を

読
み
か
え
る
四
 
秘
儀
と
し
て
の
和
歌
一
行
為
と
場
」
一
九
九
五
年

一
一
月
 
有
精
堂

 

⑤
 
岩
波
古
典
文
学
大
系
「
歌
論
集
 
能
楽
論
集
」
 

⑥
 
岩
崎
礼
太
郎
「
鴨
長
明
の
歌
論
に
お
け
る
「
こ
と
わ
り
」
の
根
元
  

性
」
「新
古
今
歌
風
と
そ
の
周
辺
」
一
九
七
八
年
 
笠
間
書
院

 

⑦
 
注
④
に
同
じ

 

⑧
 
小
林
直
樹
「
「
沙
石
集
」
と
『
摩
詞
止
観
」
注
釈
書
」
「
人
文
研

 

究
」
 一
九
九
三
年
一
二
月

 

⑨
 
小
島
孝
之
「
無
住
晩
年
の
著
述
活
動
」
「
中
世
文
学研
究
叢
書

 

中
世
説
話
集
の
研
究
」
一
九
九
九
年
三
月
 
若
草
書
房
。
小
林
直
樹
 

「
真如
の
顕
現
 

「
沙石
集
」
の
構
想
ー
 
」
「
人文
研
究
」
一

 

九
九
四
年
一
二
月

 

⑩
 

「和
歌
陀
羅
尼
孜
」
「伝
承
文
学
研
究
」
一
九
八
三
年
一
月

 

⑩
 
大
津
有
一
 
「伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
」
一
九
五
四
年
三
月
 
字

 

都
宮
書
店

 

⑩
 
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
古
今
和
歌
集
」
以
下
古
今
序
の
引
用
は

 

こ
れ
に
よ
る
。
 

⑩
 
上
岡
勇
司
「
古
今
集
注
釈
書
に
お
け
る
「
歌
の
徳
」
」
「講
座
 
平

 

安
文
学
論
究
」
第
二
輯
 
一
九
八
五
年
五
月
 
風
間
書
房

 

⑩
 
日
本
古
典
文
学
全
集
「
十
訓
抄
」
以
下
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
 

⑩
 
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
古
今
著
聞
集
」
以
下
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
 

⑩
 
荒
木
 
浩
「
説
話
の
形
態
と
出
典
注
記
の
問
題
 

「古
今
著
聞

 

集
」
序
文
の
解
釈
か
ら
」
「
国
語
国
文」
一
九
八
五
年
二
月

 

⑩
 
荒
木
 
浩
「
十
訓
抄
と
古
今
抄
」
「国
語
国
文
」
一
九
八
六
年
七

 

ロ
刀

 

⑩
 
尊
円
親
王
（
一
二
九
八
ー
二
二
四
八
）作
並
び
に
筆
と
言
わ
れ
て

い
る
。
二
条
家
流
。
「古
今
序
注
受
珠
院
蔵
」
京
都
大
学
国
語
国
文

資
料
叢
書
一
一

 

⑩
 
本
節
表
中
④
と
同
一
の
和
歌
の
異
説
（
大
伴
家
持
の
妻
が
大
病
と

な
り
、
娘
が
和
歌
を
詠
ん
だ
と
す
る
）
が
、
「
大
江広
貞
古
今
注
」
 



（片
桐
洋
一
 「中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
一
」
に

「
目
に見
え
ぬ
鬼

神
を
も
あ
は
れ
と
思
わ
せ
」
た
例
と
し
て
存
在
す
る
。
 

⑩
 
注
⑩
に
同
じ

 

⑩
 
片
桐
洋
一
 「中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
一
」
 

⑩
 
片
桐
氏
は
、
前
注
書
の
中
で
、
「古
今
和
歌
集
序
三
流
抄
」
「大
東

急
文
庫
本
古
今
集
序
注
」
「毘
沙
門
堂
本
古
今
集
註
」
「国
会
図
書
館

本
古
今
和
歌
集
序
註
」
「叡
山
文
庫
本
頓
阿
注
」
「宮
内
庁
書
陵
部
所

蔵
冷
泉
持
為
注
」
「了
誉
古
今
序
注
」
を
あ
げ
て
い
る
。
 

⑩
 

「古
今
集
註
京
都
大
学
蔵
」
 
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
四

十
八

 

②
 

「正
徹
物
語
」
 
日
本
古
典
文
学
大
系
「
歌
論
集
 
能
楽
論
集
」
 

⑩
 
片
桐
洋
一
 
「中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
一
」
「
文永
元
年
（
一
一
一
 

 

六
四
）
終
功
了
」
の
記
事
を
持
つ
。
 

⑩
 
片
桐
洋
一
 
「中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
一こ

嘉
暦
三
年
（

一
三
一
一

八
）
の
奥
書
を
持
ち
、
為
家
以
来
の
二
条
家
説
を
ま
と
め
て
い
る
。
 

⑩
 

「未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
 
第
四
冊
」
著
者
未
詳
。
鎌
倉
時
代
末

期
成
立
か
。
六
条
家
流
の
説
を
主
に
二
条
家
流
を
参
考
に
し
て
い
る
。
 

⑩
 
中
世
の
文
学
「
雑
談
集
」
三
弥
井
書
店

 

⑩
 
内
田
 
徹
「
述
懐
歌
の
形
成
」
「文
芸
と
批
評
」
一
九
八
七
年
三

月
 

⑩
 

「歌
徳
論
序
説
」
「日
本
文
学
を
読
み
か
え
る
四
 
秘
儀
と
し
て

の
和
歌
」
一
九
九
五
年
一
一
月
 
有
精
堂
 

（
龍谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）
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